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姻虫体腔液による Arthus現象に就て

(4) 肺の Arthus現象

山本 好明
大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長森で薫教授）

（昭和 31年 2月14日受領）

緒言

肺は姻虫感染に際して幼虫が発育途上必ず通過する器

管であって姻虫アレルギーに就て特殊な関係を有するも

のと考えられる。肺の阻虫による実験的アレルギー現象

に就て宮川 (1952）は畑虫体アレノレゲンによる感作後姻

虫感染を起させたモルモットの肺は重量が増大し，大き

な結節性の浸潤が見られ組織学的には充血，出血，浮腫，

好酸球の浸潤が特に強く ，虫体の侵入と関係のない部位

にもかなりの変化が見られ，これはアレルギー現象の結

果に外ならぬと云い，小宮山（1955）は姻虫手L斉！！の経口
投与により感作した家兎に姻虫感染を起させると体重に

対する肺重量比の増大，幼虫周囲に於げる肉芽腫様細胞

被包の早期出現がみられアレルギ一反応が想像できると

述べている。即ち姻虫物質により感作した動物に於げる

仔虫包蔵畑虫卵の経口感染による肺の変化は無感作動物

よりも強く現われることが認められている。叉一過性肺

浸潤の原因のーとして畑虫感染が臨床的には Wild& 

Loertscher (1934），渡部 (1935),Frank & Paul (19 

52），桐野，大枝 (1952）により，実験的には Vogel& 

Minning (1942), Loffier, Essellier & Macedo (1948) 

により報告されている。

私は姻虫性物質により惹起される肺のアレノレギ一反応

を，姻虫体腔液により感作した家兎の気管内に体腔液を

注入することにより肺組織に直接作用させて観察し，同

様に感作した家兎に仔虫包蔵姻虫卵を経口投与して感染

による肺の変化を併せて考察した。

実験材料及び実験方法

姻虫体腔液は前回に詳述した通りに採取し Seitz漉過

器により無菌として氷室内に貯え1カ月以内に使用した

Yoshiaki Yamamoto : On the Arthus phenomenon 
due to body fluid of Ascaris. ( 4 ) The Arthus 
phenomenon in the lung. 
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仔虫包蔵阻虫卵 ：雌豚畑虫の子宮を聞いて得た受精卵

5隻牙以上を 2%ホルマリン水を入れたシャーレに移し

瞬卵器中に約1カ月30。Cに保ち，卵殻内に運動する仔虫

を認めたものを常水て数回洗糠した後常水中に一定の虫

卵数を保つようにして経口投与した。

家兎は約 2.5kgの白色雄を用いた。

家兎の感作は体腔液を腹腔内叉は皮内に数回注射して

行った。

体腔液気管内注入法 ：家兎を固定器に背位に固定し頭

部を上にして殆んど垂直に保ち頚部より経唐的に気管内

に注射針を挿入し注射器を用いて体腔液 3ccを徐々に注

入し約15牙間同様の体位を保っととにより肺組織に流入

せしめた。

沈降反応は室温に於て重層法により 2時間後判定し

た。抗原則ち体腔液は生理食塩水を以て，抗血清は 1%

アラビアゴム， 0.5%石炭酸加生理食塩水を以て夫々 2

倍連続稀釈を行い，稀釈倍数 1: 2 nの指数を以て抗原

価，抗体価を示した。

剖検は気管内注入の場合は72時間後，仔虫包蔵卵経口

投与の場合は 7日後に心臓穿刺により失血死を起させて

後行った。

組織標本は屠殺後ホノレマリン液固定をなしパラフィン

包埋切片を作りへマトキシリン ・エオジン重染色を行っ
た。

体温 ：気管内注入例てはその直前及び10好後，爾後毎

日1回，姻虫感主主例ては毎日 1回，直腸温を測定した。

( 1 ) 

ブロムサノレフアレイン試験は剖検当日にへパトサノレフ

アレイン 5mg/kgを静注し 307.予後の血清に就て比色を行
った。

皮膚の Arthus 現象は予め脱毛剤~J cエパクレーム）を

用いて脱毛した皮麿に体腔液 O.lccの皮内注射を行い8

時間後の出血斑の強度を十件～±を以て示し，其の横経及

び縦経をm単位て計測した。
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実験成績

1 肺の肉眼的及び組織学的変化（第1表参照〉

A.体腔液気管内注入による変化

No. 1 体腔液 0.5ccを腹腔内に隔日に 5回注入して

感作し14日後に体腔液 3ccを気管内に注入し72時間後に

剖検した結果，右肺は縦隔賢に側して中葉，下葉に瀬蔓

性，暗赤色の出血が広範に認められ左肺は下葉の大部分

及び上葉の一部に同様の赤黒色高度の出血斑があり両肺

共に充血が著しい。組織学的には広範な出血巣が見られ

その中に所々壊死に陥った部号がある。合気肺胞を認め

る部分は少く浮腫を来し，肺胞壁は肥厚し細胞浸潤が強

マクロファゲンが多数見られ，肺胞壁毛細管の充血が

著しい。間質も肥厚し小円形細胞，多核白血球が集合じ

ている。小動脈の内腔は狭く壁は肥厚し線維素様変性が

みられる。肝，牌，腎は肉眼的には著変は無いが組織学

的には肝に脂肪変性が特に小葉の周辺部に強く牌は一般

に充血し腎に軽度の充血がみられる。

No. 2 腹腔内注射による感作後気管内注入を行った

肺の変化は右肺は下葉に縦隔賢側より背面に亘り出血部

位が広く存在し左肺には斑紋状に出血がみられ両肺共に

充血が著明てある。組織学的には肺胞壁は肥厚し細胞増

殖が認められ毛細管の充血がある。出血巣，浮腫が所々

にみられ間質の細胞増殖もある。肝の脂肪変性は軽微で

あり牌，腎には充血がみられる。
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No. 3 腹腔内注射による感作後気管内注入を行った

肺の所見は大豆大の斑紋状出血斑が散在していて特に左

下葉に多く，左肺門附近には繍蔓性の出血がみられる。

組織像には肺胞壁の充血が認められ壁の細胞増殖は軽度

であり小出血巣が所々に見られる。間質には細胞増殖が

認められその中には好酸球が可成り多数に見られる。肝

には軽微の脂肪変性がみられ牌には充血なく腎には充血

がみられる。

No. 4 腹腔内注射による感作後気管内注入を行った

所見は右肺下葉に暗赤色の出血斑及び充血がみられた。

組織学的には小血管及び肺胞壁毛細管の充血が著明であ

るが出血は軽微で浮腫は不著明である。間質増殖は軽度

で主として小円形細胞がみられる。

No. 5 皮内注射による感作後気管内注入を行った肺

の変化は全般に充血がみられ，組織学的には小血管及び

肺胞壁毛細管の充血著明て肺胞壁の細胞増殖が認められ

る。浮腫，出血は軽微で小範囲のものがかなり多数見ら

れる。

No. 6 無感作家兎に体腔液の気管内注入を行った対

照例。肺は全般に軽度の充血がみられ組織学的に充血が

中等度て間質細胞の増殖は軽微である。

No. 7 対照例（No.6に同じ）。肺には肉眼的変化な

く組織像では一般に充血は軽度であり間質の細胞集合は

軽微て好酸球が比較的多くみられる。

第 1表肺の Arthus現象

肺の変化

組織学的 肝牌腎

家兎 体腔液による間隔
番号 感作 （日数）誘発肉眼的

肺変化の脂肪
出血 充血浮腫判 定変性充血充血

体jl 0.5~ 5回腹腔内 14 
3c体c気腔位管液内 大葉性出血 榊 付＋ ＋＋十 ＋＋ ilt十 ＋＋ ＋＋ ＋ 

充 血榊

腔 2 fJ 21 II 出血＋＋ 充血榊 ＋＋ ＋＋ ＋＋ 制＋ ± ＋ ＋ 

渡 3 0.7cc 2回腹腔内 11 ’r 出血斑＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋ 土

~H「一γ4リ…一0日山…5旬山一回叫5 ’r 出血斑＋＋充血榊 ＋ ＋＋ ＋ ＋＋ 

管 5 O.lcc17回皮内 14 !/ 充血＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋＋ 

内対照

3c体c気腔管液内 充血＋＋注 6 行わず ＋ 土

入 7 グ // 認めず 一 ＋ ± 

~m sooo 充血斑榊 村＋ Ht ＋ 村＋

虫口 9 O.lccl7回皮内 27 
経口的

卵 2000 充血斑＋＋ ＋ 糾＋ ＋＋ 

選投笠－堅
経口的

卵 3000
卵与 10 行わず 経口的点扶出血制 ＋＋ ＋ ＋ 

( 2 ) 
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B 汗虫包蔵胴虫卵経口投与による変化

No. 8 腹腔内注射による感作後仔虫包蔵畑虫卵5000

伺を経目的に感染させた肺の変化は肉眼的には下葉に小

別紋状出血が多数みられ，組織学的には範囲の広い浮腫

t伴ゥた山血巣が顕著であり ，その周凶の肺胞曜毛細管

の充血.ti'明て細胞増殖がみられる。

No. 9 皮内注射による感作後仔虫包蔵卵2000個を鴨

下させた肺所見は表面は両側共に小斑紋状の出血巣が10

数個認めじれその割面の血液合量は大である。 組織像は

一般に充血著明て肺胞曜に細胞増殖があり 出血巣が認め

己 .~1., る。

No.10 無感作家兎に仔虫包蔵卯3000個を鴨下させた

対照例。両肺共に点状山血が甚だ多数見られ組織像には

出血巣が所々にみられ，一般に肺胞壇毛細管は充血し肺

胞壁の細胞増殖は軽皮てある。

以上の所見を要約すれば体）！空液を旧いて感作後気管内

注入により直接体腔液任肘組織に作用せしめた結果肺に

は充血，出血，顕著な場合には大葉性出血が現わfしる。

組織学的には充血，出血及び浮腫が認められ，肺変化の

顕著な場合には肝に脂肪変性，牌及び腎に充血が認めら

れた。とれは無感作家兎の体腔液気管内注入により肺に

惹起された軽微な充血に比！！変して著しい変化である。体

1空液を以て感作した家兎に仔虫包蔵卵を経口的に投与し

感染させた結果肺には充血斑が多数見られ無感作の場合

の点状出血とは異った所見を呈する。組織学的には対照

に比べて充血，出血及び肺胞壁細胞増殖が強いが感作後

体腔液を直接肺に作用させた場合に比較すれば変化は梢

軽度である。

第 1図 体腔液感作家兎の同液気管内注入による

肺の組織像 （No.1) 

( 3 ) 

4島
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第 2図 無感作家兎の体腔液気管内注入による

肺の組織像（No.6) 

第 3図 体腔液感作家見の仔虫包蔵胴虫卵経口

投与による肺の組織像（N:>.8)

第 4図 無感作家兎の仔虫包蔵虫回虫卵経口投与

による肺の組織像 （No.10)

2 肺重量

体豆に対する肺の重量比は第 2表のように体腔液の気

管内注入を行った家兎ては感作，無感作の聞には殆んど

差異がないが，感染例に比較すれば大である。感作後感
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められる。

5 血液所見

(l血球数はtiH去に示すように感作後気管内注入を行

った 5例に就て第 2円に増加4例，減少1例て、無感作の

対照 2例は増加 l例，減少 1例である 3 感作後感染せし

めた 2例立第 2日乃至第4日に白血球用加があり対照例

にも同様に悩皮の増加がみられた。

422 

染せしめた 2例の柿屯註比は無感作例に比して僅に大き

し、。

」＂＇－
主I¥',.重

肺重量

レ口nnnυ 

第 2表

体重比
g/kg 

白血球数の変動第 4表

体腔液気管内注入

無感作作感

7 6 5 4 3 2 1 
兎
ロ
寸

家
番

5.3 

4.8 

5.7 

7.5 

5.7 

5.1 

7.4 

計
g 

17.0 

12.0 

12.5 

15.0 

14.2 

11.7 

20.0 

肺

g

左

8.3 

5.0 

5.7 

5.0 

6.7 

5.7 

9.0 

肺

g

右

8.7 

7.0 

6.8 

10.0 

7.5 

6.0 

11.。

3.2 

2.5 

2.2 

2.0 

2.5 

2.3 

2.7 

体重
kg 

兎
号

家
番

rl 

12 

吋感作 14
L 5 

トー＂・ ( 6 
~山 A~＇ 

体
腔
液
気
管
内
注
入

3800 116CO 6600 

6800 16600 5300 

7700 6600 6500 

8400 5500 7300 

9000 

3200 

4600 

5600 

4900 

8700 

8700 

6900 

第 1日 6300 7300 

第 2日 12400 8600 

第 3日 9200 8700 

第 4日 7100 9300 

4.4 11.1 5.2 5.9 2.5 1投 I体腔液 f8 

包 ｛感作 ＼9 
蔵 ｜
卵与 、無感作 10 2.5 

4.0 11.3 5.1 6.2 2.8 

仔虫包蔵卵経口投与

兎
口
す

家
番

第 1日

第 2日

第 3日

第 4日

第 5日

第 6日

第 7日

第 8日

無感作

10 9 

10200 

16100 

18900 

11500 

11900 

12000 

15700 

13400 

作

8 

9200 

10300 

12700 

14700 

8900 

13400 

9300 

10800 

感

3.6 

3 皮~＼'jの Arthus 現象との比較

剖検前日或は当日に皮問の Arthm現象を検し』rlJの

Ar thus現象と比較すれば第8表に示すように其の強さ

は大体一致している。

8.9 3.9 5.0 

沈降反応

体腔液
による

感作

血液像に就ては第 5' 6' 7表のように赤血球，色血

素の変動は認められず好酸球は感作の有無に拘らず体JIセ

液気管内注入後には消失し，畑虫感染の場合には第6円

に一過性の軽微の増加がみbれた告

6 体温の変化（第8表参照〉

気管内注入10分後に感作例ては 5例中8例に体温低下

を来したが対照には変化がない。感染例には体温の著し

い変化はなかった。

7 肝機能検査

剖検当日プロムサルフアレイン試験を実施したところ

30分後の血清は全例陰性であり肝機能障害は見られなか

った。

沈降反応

抗原抗体
価価

11 6 

11 5 

15 6 

12 6 

9 5 

肺及び皮膚の Arthus現象，

Arthus現 象

肺皮府

第 3表

入

発
一
波
注

一
腔
内

ゲ

誘
一
体
管気

内腔

ゲ

腹

兎
号

家
呑

t+l3×11 

++ 9× 8 

+tlO× 6 

土 5× 4

++15×12 

／ 

／ 

州

制

州

件

付

土

＋

一

ゲ

ゲ

’r 

円

υ

n
U
円

U

n
u
n
U

ハU
n
u

n
u

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
 

9

2

7

6

3

5

1

6

 

q
ο
n
b
氏
U

門

i

d
吐

F

り

に

u
q
u

'I 

皮内

／ 

／ 

1

2

3

4

5

6

7

 

ゲ

ゲ

8 

9 

10 

6 

5 

10 

9 

++17×13 

tt20×12 

-0× O 

t什

＋＋ 

＋ 

仔虫包蔵卵
腹腔内 経口投与

ゲ皮内

／ ’r 

4 沈降反応との関係（第 3表参照）

気管内注入前及び仔虫包蔵卵経口投与前に採血した血

清に就て体腔液に対する沈降反応を試みた結果抗原価は

9-15，抗体価は 5- 6て、あって，抗体価は各例共大体

同ーであるが肺の Arthus現象には前述の通り強弱が認、

( 4 ) 
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一1日552 

84 

0.76 

9300 

体腔液気管内注入による血液像の変化第 5表

（対照）No. 7 No. 2 No. 1 家兎番号

第 4日

548 

97 

0.88 

7300 

第 3日

570 

103 

0.90 

6500 

第 2日

526 

103' 

0,98 

5300 

593 

112 

0.94 

6600 

第 3日

490 

83 

0.85 

8700 

第 2日

536 

84 

0.79 

8600 

第 4日｜第 1日

549 

85 

0.78 

7300 

542 

97 

0.90 

7100 

第 3日

559 

102 

0.91 

9200 

第 2日

531 

96 

0.91 

12400 

第 1日

589 

66 

0.81 

6300 

赤 血 球 1Q4

血色 素 ガ

色素係 数

白 血球

0 

0 

34.0 

21.0 

13.0 

0.5 

65.5 

0 

0 

52.0 

32.0 

20.0 

1.0 

47.0 

0.5 

0 

71.0 

43.5 

27.5 

0.5 

28.。

0 

0 

32.0 

22.0 

10.0 

0.5 

67.5 

0 

0 

74.0 

40.5 

33.5 

1.5 

24.5 

0.5 

0 

66.5 

30.5 

36.0 

2.5 

30.5 

0 

0 

32.0 

27.0 

5.0 

1.0 

67.0 

0.5 

0 

54.0 

27.5 

26.5 

4.0 

41.5 

0.5 

0 

64.0 

30.0 

34.0 

1.0 

33.5 

0.5 

0 

76.0 

25.0 

51.0 

1.5 

22.。

白血球分類%

好酸球

好塩基球

好 中 球

梓核球

分 節球

単球

リ ン パ球

姻虫感染によ る血液像の変化（体腔液感作例）第 6表

第 8日

529 

88 

0.83 

8900 

492 

88 

0.89 

10800 

第 7日

491 

90 

0.92 

9300 

第 6日

483 

82 

0.85 

13400 

第 5日第 4日

488 

82 

0.84 

14700 

第 3日

506 

88 

0.87 

12700 

第 2日

515 

96 

0.93 

10300 

第 1日

533 

100 

0.93 

9200 

赤 血球 104

血 色素 ガ

色 素係数

白 血球

家兎 No.8 

0.3 

0 

25.7 

19.2 

16.5 

1.0 
63.。

0 

0 

26.0 

14.5 

11.5 

1.8 

72.2 

0.7 

0 

13.0 

7.0 

6.0 

0.3 

86.。

0 

0 

18.0 

6.8 

11.2 

0.3 

81.7 

0 

0 

19.2 

9.5 

9.7 

0.8 

80.0 

0 

0 

18.6 

9.8 

8.8 

0.8 

80.6 

0.4 

0 

24.2 

12.4 

11.8 

0.4 

75.。

0 

0 

4.8 

2.0 

2.8 

i.8 
93.4 

白血球分類%

好 酸球

好塩基球

好 中 球

梓核球

分 節球

単球

リ シパ球

畑虫感染による血液像の変化 （無感作例）第 7表

山

形

数

球

球

素

係

・

血

色

素

赤

血

色

白

第 8日

507 

97 

0.96 

3600 

第 7日

456 

92 

1.07 

6100 

第 6日

515 

97 

0.94 

5500 

第 5日

480 

100 

1.04 

4300 

第 4日

可・
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口
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守
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9

9

9

o
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0
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第 3日

505 

96 

0.95 

6700 

第 2日

円

i

氏
U
Q
u
n
u

Q

O

Qu
n
y
n
U
 

4

・
2

n
U
食
U

第 1日

508 

100 

0.98 

3900 

家兎 No.10 

0 

0 

32.0 

23.5 

8.5 

0.5 

67.5 

0 

0 

34.0 

24.5 

19.5 

0.5 

55.5 

1.0 

0 

38.5 

29.5 

9.0 

0.5 
60.。

0 

0 

35.0 

21.5 

13.5 

1.5 

63.5 

0 

0 

25.5 

21.0 

4.5 

1.0 

73.5 

0 

0 

36.0 

21.0 

15.0 

0 

64.0 

0 

0 

43.5 

26.5 

17.0 

1.0 

55.5 

0 

0 

46.0 

29.0 

17.0 

0 

54.0 

白血球分類%

好酸球

好塩基球

好 中 球

梓核球

分 節球

単球

リシ パ球
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山 (1955）の所見のようにアレルギ一反応を示し，上述

の体腔液を肺組織に直接作用せしめた場合にみられる

Arthus現象と同じ性状の反応を呈するものと考えられ

る。肝，牌及び腎には変化がみられなかったが宮川

(1952）はこれらの器官に充血，出血等の変化を見てい

る。乙れは感作に用いた姻虫性物質の相具にも関係し叉

私の実験に於ては比較的少数の虫卵を鴨下させたととに

も依ると思われる。

以上のように畑虫体腔液て感作した後直接体腔液を肺

組織に注入すれば強いアレルギ一反応が惹起され，畑虫

感染を起させれば姻幼虫により同様に肺にアレルギ一反

応が起る。乙の現象により一過性肺浸潤の成因のーとし

て阻虫性アレルギーが考えられると思う。

肺の Arthus現象の強弱は皮膚・の Arthus現象にみ

られる出血斑の強度に概ね一致するが，血清の体腔液に

対する抗体価は Arthus現象の何れの強度の場合にもほ

三同値を示している。

白血球数は体腔液気管内注入の場合第2日に増加する

ものが多く ，感染の場合には第2日乃至第4日に増加し

たが対照にも同様の傾向が窺われた。流血中の好酸球数

は感作の有無に拘らず体腔液気管内注入後消失し，畑虫

感染後第6日に軽微の増多がみられた。尚其他の血液像

には著変がなかった。大場 (1925）によれば家兎に豚蝿

虫成熟卵を投与した場合白血球は感染後間もなく減少し

其後一時的に増加する，好酸球も略々同時期に減少後増

加すると云い，私の感染例も上述のように白血球減少を

見なかったタ卜は大体同様の傾向を示した。

体温は感作群5例中 8例に気管内注入後低下がみら

れ，とれはアレルギ一反応によるものと思われる。

プロムサノレフアレイン試験は全例陰性て肝機能障害は

みられなかった。

〔寄生虫学雑誌 ・第 5巻 ・第 4号

体温の変動

作

一
7

感一

一向。

無
一

39.0 38.8 40.2 

38.1 37.1 40.6 

38.8 38.8 40.1 

38.9 38.9 39.8 

39.9 39.0 40.2 

38.7 

39.1 

38.4 

38.7 

38.7 

5 

作

4 3 

39.0 

38.0 

38.7 

39.1 

39.1 

第 8表

感

2 

39.7 40.0 

39.7 40.0 

39.5 39.7 

39.7 39.7 

40.3 39.7 

体腔液気管内注入

家兎
番号

注入前

10分 後

第 2 日

第 3 日

第 4 日

1 

424 

結論

姻虫体腔液(r.とより感作した家兎に，気管内注入により

体腔液を直接肺に作用させると浮腫，充血，出血及び肺

胞壁の細胞増殖が顕著に現われ，仔虫包蔵畑虫卵の経口

投与により畑虫感染を起させると肺には同様の比較的軽

度の反応がみられる。 以上の所見は肺の Arthus現象に

タトならずして一過性肺浸潤の成因として姻虫性アレノレギ

ーを論ずる上に意義を有するものと考える。

稿を終るに臨み御指導，御校聞を賜ヲた恩師森下薫教

授に深謝 し， 病理所見の御教示を戴いた当研究所釜洞醇

太郎教授に謝意を表する．

無感作

10 

39.0 

38.9 

39.1 

39.0 

39.4 

39.5 

39.4 

39.3 

体腔液を以て感作した家兎の気管内に体腔液を注入し

経気道的に肺組織に作用させた結果，肺には肉眼的に広

範囲の充血及び出血が現れ組織学的には全般に充血強く

浮瞳，出血，肺胞壁及び間質の細胞増殖が現れ，更に壊

死及び小動脈の変化が認められる場合があり，無感作動

物は軽微な充血を示すに過ぎない。先に私は体腔液によ

り皮膚の Arthus現象が顕著に起ることを報告したが本

実験により肺にも Arthus現象が強く起ることを認め

た。感作動物に於ける肺変化の著しい例には肝に脂肪変

性，牌及び腎に充血がみられる。とれは体腔液が肺から

吸収されこれらの組織に到達しアレルギ一反応が起った

ものと考えられる。

次に従来諸家により行われた畑虫物質による感作後の

姻虫感染実験と同じように，体腔液て感作した後仔虫包

蔵卵を！燕下感染せしめた家兎肺の変化は肉眼的には充血

斑が多数見られ組織学的には全般的に充血が強く巣状の

出血が広く現われている。無感作家兎の感染例には点状

出血が多数認められるが組織学的に反応は弱い。即：；感

作された家兎の肺は畑虫感染に際して宮川 （1952），小宮

9 

39.7 

39.0 

40.2 

39.7 

38.7 

39.7 

39.7 

38.5 

作

総括及び考察

8 

39.3 

39.5 

39.6 

39.2 

39.5 

39.4 

39.4 

39.2 

感

仔虫包蔵卵経口投与

口
H

口
H

口
H

口
H

口
H

口
H

口
H

口
H

家兎番号

1

2

3
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5
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第
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h昭和 31年 12月（1956）〕

f’r本論文の要旨は昭和29年 日本寄生虫学会第 10回西日、

本支部大会に於て発表した．
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Summary 

By intr叫 rachealadministration of body fluid 

of Ascaris lumbricot'des into the lung of the rab-

bits sensitized with the same material, edema, 

hyperemia, hemorrhage and cellular increase in 

alveolar wall of the lung were clearly demon-

strated after 72 hours. The similar, but slighter, 

reactions were observed also in the lung of sensi-

tized rabbits 7 days after feeding with embry-

onated eggs of Ascaris. 

These五ndingsappear to prove the occurrence 

of Arthus phenomenon of the lung in sensitized 

animals and to be useful for considering on the 

nature of the transitory pulmonary infiltration 

which may often be caused by allergic reaction 

of the lung due to Ascaris infection. 

In this experiment, a proportional relationship 

was observed between the lung reaction and the 

Arthus phenomenon of the skin caused by body 

fluid, while the intensity of lung reaction was 

not demonstrated m parallel with the antibody 

titre of the serum, although the latter showed 

almost same value in each sensitized animal. 




